　　　　　2017年度靖国神社問題全国協議会
（講師のことば）

　軍備を持てるように憲法改正を叫ぶ声は大きい。しかし、その人たちが憲法とは何かを自分のことばで語っているかどうかあやしい。また、憲法改正論者の中には象徴天皇を元首にしようという人もいます。そういうことをすれば、国民が主権者であることは無意味にならないでしょうか。
　わたしたちは、このように実は重要な憲法問題に直面しています。憲法という国の在り方も、神の恵みの中にあるのですから、信仰とは別世界の課題ではありません。恐れることなく考えてみましょう。

〈主題〉天皇制に向き合う視点は何か　　　　　　　　　

　　　　　　　―日本の終戦の議論から
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講師　笹川紀勝（憲法学者）　
	　
　　　　　　　　　　　　　　講　師　紹　介　
　1940年、北海道赤平市生まれ。憲法学者、法学博士。
　北海道大学大学院法学研究科修士課程修了。
　これまで北星学園大学、国際基督教大学、明治大学
　などで教鞭を取る。

　「天皇の葬儀」（新教出版社、1988年）、「自由と天　

　皇制　憲法問題双書」（弘文堂、1995年）など著書

　多数。
　日本キリスト教会札幌北一条教会で受洗。日本基督　　

　教団松戸教会会員。趣味は歩くこと。
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◇　日時：2017年10月17日（火） 午前10時―12時
　◇　会場：日本聖書神学校　202教室 
　　　　　　     東京都新宿区下落合３丁目14－16（JR目白駅から徒歩11分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 03-3951-1101
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
入場無料
　
　　
　　　  主催：日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会　委員長　井上　豊
　　　　   問合せ　書記 篠塚予奈（東京告白教会）　☎ 03-3300-6529　
